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大分県教育庁佐伯教育事務所
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赴任校決定から５月までの大まかなスケジュール（例）（R5.4.3～4.7）

月 主な内容
３月

※教育関係につ
いて幅広く自学
を！

■赴任校決定
・赴任校についての情報収集（場所、学校ウェブサイト等）
・赴任校によっては引っ越し
・通勤経路確認
・赴任地域の環境把握
■赴任校とやりとり（電話、メール、オンライン面接等）
・管理職へあいさつ
・今後の動きを確認

４月３日～
４月７日

■着任～職員会議（この期間の主な流れは次のスライドで）

４月１０日～
４月１２日

■はじめの３日間
・まずは始業式に全力 ・翌日の計画を立てましょう

４月１３日～
４月２８日

■はじめの３日間でつくった（子どもと確認した）学級、学習、生活システムを確立
・微修正を繰り返しながら ・子どもと確認しながら習慣化
・遠足、学級懇談会等もありなかなか落ち着きませんが、計画的に。

５月連休明け
～５月３１日

■GWが終わり、落ち着いて学習に取り組むことができる時期
・学級、学習、生活のシステムを振り返ったり見直したりする
・運動会がある場合、本格的に練習スタート。子どもの健康観察、体調管理を。

例



着任してから始業式までにすること（例）（R5.4.3～4.7）

日にち 主な内容
４月３日（月） ■着任、顔合わせ

■職員会議（学校運営方針、学年所属、校務分掌等）
■学年（部）会議

４月４日（火） ■職員会議（校務分掌、運営面【生活・学習・保健関係】等）
■職員会議（学年運営方針、当面の日程、児童理解等）
■職員室配置換え、教室・避難経路確認、教育課程確認

４月５日（水） ■職員会議（年間行事、新任式、始業式、入学式等）
■学年（部）会議（学年運営方針、当面の日程、児童理解等）

４月６日（木） ■職員会議（４月行事、運営面）アレルギー研修会 等
■学年（部）会議（生活、学習、副教材選定等）
■始業式準備、教科書搬入

４月７日（金） ■職員会議、学年（部）会議（残った議題等）
■始業式準備
■学級の諸準備（別添事例をウェブサイトに掲載済み）

■膨大な会議資料はわかりやすくファイリング
■どこに、何があるか調べたり聞いたりする（教師も学校探検）
■分からないことは聞く！困ったら相談する！（何に困っているか具体的に）

例

着任してから始業式までに子どもの名前を覚える！！

日にち 主な内容
４月３日（月） ■担任学級決定（学校によって異なります）

・子どもの名簿をもらう。
・一人ひとりの長所等、前担任から聞いたり、指導要録等で確認したりする。

４月４日（火） ■子どもの名前を覚える
・出席番号順に名前と顔が一致するよう覚える。
・長所も言えるように。

４月５日（水）
４月６日（木）
４月７日（金）
４月１０日（月） ■全員の名前を呼ぶ

・健康観察をかねて、全員の名前を呼ぶ
・子どもを下校させるまでに呼ぶ
・「サッカーが得意な●●さん、荷物運ぶのを手伝ってくれる？」など、意図的に
長所と名前をセットにして呼ぶ

４月１１日（火）
～

■１日に１回は名前を呼ぶ
・授業はもとより、給食やそうじ、休み時間などにもできるだけ子どもの名前を呼ぶ
ようにする。
・笑顔で呼ぶ

■始業式までに、子どもたちとの出会いを想像しながら名前を覚えましょう
■支援が必要な子どもの情報等、関係の先生たちから聞いておきましょう

例



始業式からの５日間（第１週）ですること（R5.4.10～4.14）

日にち 主な内容
４月１０日（月） 【午前】新任式・始業式、クラス分け・学級開き等 ※学校によっては給食開始

【午後】大掃除・入学式準備 ※学校によっては職員会議
４月１１日（火） 【午前】授業・入学式練習

【午後】入学式会場設営（体育館、１年教室）、確認
※学校によっては職員会議

４月１２日（水） 【午前】入学式
【午後】授業、職員会議、学年会議 等

４月１３日（木） 【午前】授業
【午後】授業

４月１４日（金） 【午前】授業
【午後】授業 ※学校によっては、週末にPTAが行われることも・・・

■週の後半から本格的に授業スタート→教材研究を計画的に進める
■給食が始まります→給食当番システムの確立、アレルギー対応の確認！
■４月PTAの準備を進める！（懇談資料、自己紹介等）

例

始業式からの３日間ですること（R5.4.10～4.12）を少し詳しく・・・

日にち 主な内容
４月１０日（月） ・全校児童への新任あいさつ（新任式）

・担任学級の子どもたちへの自己紹介、所信表明
・座席、ロッカー、靴箱、その他の説明
・翌日の日課、持ち物などの連絡
・学年通信等を通じて保護者へのあいさつ 等

４月１１日（火） ・学級目標を決める
・給食当番を決め、給食準備、片付けの手順や給食中のルールを確認する
（給食開始）
・清掃当番を決め、清掃のルールを確認する
・座席を決める
・初めての授業、印象的な授業を。「今年の先生の授業はおもしろいぞ！」と思わ
せる授業
・授業におけるルールを確認する 等

４月１２日（水） ・当番と係の違いを説明し決定する。
・机といすの高さ調整
・教室掲示の作成
・給食、清掃の手順、ルールの確認、徹底 等

◇これは、あくまでも３日間の行動計画の例です。学校によって日程も、するべきことも微妙に違います。
始業式を含む３日間は大切な時期ですから、取り組むことを精選し、先を見通して計画的に進めるこ
とが大切です。

例



４月に確認しておくこと

大分県教育センター 令和５年度大分県公立学校教職員等採用予定者 「採用前研修」（小学校分散会）資料より

給食システムづくり

①期間（１週間 他）
②役割・人数（機械的に割り振るのではなく、子どもの様子、運ぶものの量や重さを考えて適切に配分）
③方法・場所・担当の細分化・見える化→教室に担当表を掲示
・誰が何を運ぶか ・どの場所に置くか ・どのくらい盛りつけるのか
・自分の役割が終わったら何をするのか
④必ず給食当番のエプロンや健康状態のチェック
⑤給食当番以外の子は何をして待つのか明確にしておく
・学年、学校で統一をしておくとよい
・配膳の関係などで、他の子はあまり動きまわらないほうがよい
⑥アレルギーがある子どもへの配膳は特に注意！（除去食、食べてはいけない食材の確認）

例

牛乳

おかず
おぼんパン（ごはん）

スプーン

デザート等

運
動
場
側

廊
下
側子どもの動きを考えて食材・食器などを配置

給食のシステム

給食当番の作業のしやすさ当番以外の子どもの給食の
取りやすさ・動きなどを考え、各食器や各食材を配置する



給食システムづくり・・・給食当番分担表を作成して掲示

なまえ なまえ

例

■だれが・何を運ぶか、運んだあと何をするかを明確にする
■学校によっては、教師もエプロン・三角巾を着用して子どもを引率することも
■当番のローテーションをどうするか、子どもと確認しておく
■週末は給食エプロンの持ち帰りを忘れずに

給食システムづくり・・・「おかわり」をどうする？
例

給食おかわりシステムを公平にする
①おかずは全員同じ分量につぐ。（食缶に少し余らせることがポイント）
②減らしたい子どものおかずを減らす。（教師が減らす）
③増やしたい子どもには全員増やす。（教師が等分量につぎ分ける）
④パン・ごはんでも同様にする。（ごはんは、つぎ分け可能。パンも等分に分
けることは可能）

⑤つぎ分けのできない牛乳とデザートは希望者によるジャンケン。
（４人までは教師の前で子ども同士のジャンケン。５人以上だったら
教師対子どもでジャンケン）

⑥ひとつもらった子どもは、２つめはもらえない。
（何のジャンケンに参加するか、子どもが各自考える。）
＊学級の実態や指導経験にあわせて、公平なシステム・ルールを決めます。
＊給食の余り具合を見て臨機応変に対応します。

■アレルギーがある子どもが「おかわり」するときは、必ず食材を確認！



清掃当番決め、清掃指導をする
例
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①することを明確にして「見える化」

■校舎が大きく、範囲が複数にわたる場合、校舎見
取り図で清掃場所を明示することも・・・
（学年が上がるにつれて、清掃場所は増えます）

■学校によっては、「たてわり班」で清掃することもあ
ります。どの班がどの場所を掃除するのか、子ども
が自分で確認できるようにしておくとよいでしょう。

・だれが、何を（どの範囲を）どうするか決め、
清掃場所に掲示する。
・バケツ、ゴミ捨て等も公平に割り振り。

②掃除の始まり～終わりの動き
例）窓を開ける→ゴミを掃く→水拭き→早く終
わったら窓拭き など

③時間いっぱい掃除するのか、
終わったらやめてよいのか
・学校や学年で統一しておく

④教師も一緒に掃除をする
・子どものがんばりを認め、褒める
・必要に応じて指導する

清掃当番決め、清掃指導をする
例

・学年の清掃場所は４月当初の会議で決まる。

・学級の清掃場所は職員会議の決定を受けての学年会で決まる。
（単学級の場合は職員会議の決定のママ）

・学級の清掃場所の割り振りは学級担任がする。人数の割り振りには、「清掃場所ごとに適切
な人数を当てる」「班ごとに清掃場所を割り振りする」など様々な方法がある。

・だれがどの場所を清掃するかという一覧表や図を必ず作り、掲示する。（見える化）

・各清掃場所の清掃用具は清掃担当から提案される。
担任は始業式までに各清掃場所を確認し、清掃用具をチェックする。
（壊れている、古い掃除用具等は新しいものにかえてもらう）

・清掃時間は教師にとっての休憩時間ではありません。立派な指導の時間です。子どもたち
と一緒に掃除をしながら、子ども達の清掃の様子を観察します。褒めたり、認めたりする。場
合によっては指導する。

・子どもの観察以外には、自分の清掃システムに不具合がないかチェックします。不具合を微修
正し、学校や子ども達にマッチした○年○組の清掃システム、○○先生の清掃システムを作り
あげましょう。

清掃関係その他諸々



日／月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
1
2
3 ■着任
4 職員会議
5
6
7
8
9 始業式
10 始業式
11
12 入学式
13
14
15 諸帳簿提出？

16
17
18 諸帳簿提出？ 諸帳簿提出？

19
20
21 １学期終業式

22 ２学期終業式 卒業式？
23
24
25 始業式 修了式？
26
27
28
29
30
31

持久走大会
期末PTA

学期始PTA 期末PTA
主な
行事

各調査
学期始PTA

運動会 期末PTA 学期始PTA 運動会 遠足

令和５年度の１年間を見通す

※行事等の日程や内容は学校ごとに異なることに注意

通知表は期末に作成、
管理職による確認あり
→子どもの学習状況等、
見通しをもって取り組む

運動会に向けて、全体
練習や学年練習が集中
的に予定されます
春運動会の開催であれ
ば、連休明けに本格的
に練習が始まります

期末PTAに向けて、子ど
もたちの頑張り等、収集
しておきます
（懇談会で紹介！）

例

通知表への取組

■学期全体を通して取り組む！計画的に積み重ねる！
■誤字脱字、コピペミスに注意！

例

４月 ５月 ６月 ７月
◆
終
業
式
で
通
知
表
を
渡
す

・
管
理
職
に
よ
る
点
検
を
受
け
、
決
裁
後
印
刷
す
る

・
係
、
当
番
、
委
員
会
等
が
決
ま
っ
た
段
階
で
「
特
別
活
動
の
記

録
」
に
記
入

・
４
月
の
出
欠
日
数
を
記
入

・
５
月
の
出
欠
日
数
を
記
入

・
６
月
の
出
欠
日
数
を
記
入

・
所
見
記
録
を
確
認
。
満
遍
な
く
記
録
で
き
て
い
る
か
チ
ェ
ッ
ク
。

・
総
合
的
な
学
習
の
時
間
へ
の
取
組
を
記
録

・
特
別
の
教
科

道
徳
の
学
習
状
況
を
記
録

・
外
国
語
活
動
の
学
習
状
況
を
記
録

◆
提
出
締
め
切
り

・
係
や
当
番
活
動
へ
の
取
組
を
記
録

生活面、学習面で顕著な状況を記録



通知表への取組（特別の教科 道徳）

大分県道徳教育指導資料 「道徳科」 評価と授業構想のあり方 （H30.３月）で詳細をチェック→
https://www.pref.oita.jp/site/gakkokyoiku/doutoku-sudousiryou.html

■１時間１時間の道徳科の授業を積み重ねる（道徳科の目標に照らして）
■学習状況を継続的に記録しておく

例

通知表への取組（総合的な学習の時間）

■目指す姿を明確にする（資質・能力）
■目指す姿が見られたか評価する
■育ちや学びのよさを子どもや保護者に返す

■総合的な学習の時間は、目標や内容を各学校で設定します。

■自校の総合的な学習の時間の全体計画を確認しましょう。そこには、各
学校で定めた目標及び内容が示されています。

■内容には、「探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能
力」が必ず示されています。（学校によっては、系統表の形で示している
場合もあります）

■単元、授業において育成を目指す資質・能力がどのようなものか、子ども
のどのような姿を目指すのかを明確にし、それらを基に単元の評価規準を
具体的に設定します。

■単元の学習を進めながら、目指す子どもの姿に近付く顕著な学習状況
が見られた場合には、具体的な姿として記録しておきます。子どもが書い
た振り返りの記述等も参考にします。

例

問題解決のまとまりを見通して、長
期的に子どもの学習状況を見取って
いく必要があります



通知表への取組（総合的な学習の時間）

■どのような課題に向かい、どのような活動を通して、３つの観点に
ついてどのような力が付いたのか、具体的に示す

例

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

（例）
校区の商店について調べ、それらを支える人々と関わったり、マップに表して発信したりする活動を通して、人々が地域に愛着をもち、もっと
活性化させたいという切実な願いをもっていることを知りました。そこで、多くの人に地域や焦点のよさを伝えるために何をすべきか考え、
アンケートを実施し分析するなどして、「お店マップによる活性化プロジェクト」を企画し活動を進めながら、友だちと協力することの大切
さを実感するとともに、地域への愛着を深め、事後も商店に出向くなど、活性化の継続に意欲をもつことができました。

■３つの観点すべてについて記載する場合もあれば、いずれかの観点
に焦点化して記載する場合もあります。


